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摘要 
 カンムリウミスズメ Synthliboramphus wumizusume は日本近海に生息し，九州，本州沿岸，伊豆諸島，韓国南部

の島嶼で繁殖する海鳥であり，国の天然記念物に指定されている．非繁殖期は洋上で過ごすと考えられており，越

冬期には瀬戸内海西域や，熊本県天草，長崎県九十九島周辺の海域などを利用していることが知られている．しか

し，非繁殖期の個体レベルでの具体的な利用海域とその変化（非繁殖期の移動性・移動経路はどのようなものか）

については，これまで分かっていなかった． 
 本研究では，本種が非繁殖期にどこにいるのか，どのような移動をしているのかの概要を知ることを目的に，宮

崎県東臼杵郡枇榔島，高知県幡多郡大月町幸島および福岡県糸島市烏帽子島で繁殖する個体を対象にジオロケー

ターをもちいた追跡調査を実施した．その結果，各島において，2014 年にそれぞれ 1 個のジオロケーター回収に

成功した．今回の発表では，そこから判明したジオロケーター装着個体の一年間の移動経路について報告する． 
※本研究は科研費（課題番号 26440245）の助成を受けたものです． 
 

キーワード：カンムリウミスズメ，ジオロケーター，非繁殖期の移動経路 
 
はじめに 
カンムリウミスズメ Synthliboramphus wumizusume は日本と韓国の島嶼で繁殖する小型のウミスズメ類である

(Ono & Nakamura 1994, OSJ 2012)．本種は世界的に希少であり，個体数は 15,000 以下だと考えられている(Carter et 
al. 2002, BirdLife International 2016)．本種は日本では 1972 年に天然記念物に指定されており，IUCN レッドリスト

では絶滅危惧 II 類(vulnerable)となっている(IUCN 2014)．個体数減少の主要因は繁殖地に人為的に持ち込まれたネ

ズミ類による捕食，繁殖地でのカラス類による捕食，海上での漁網混獲，そして油汚染であると考えられている

(IUCN 2014)．非繁殖期の本種の移動や空間分布については，あまりよく分かっていない(but see Iida 2008)．本研究

では，2012-2014 年にかけて九州・四国の 3 箇所のカンムリウミスズメの繁殖地から，それぞれ 1 個体の非繁殖期

の移動を，ジオロケーターを用いて追跡した． 
 
方法 
本研究では，2010-2013 年の 3 月から 5 月に，宮崎県東臼杵郡門川町枇榔島[32°27’42’’N, 131°43’52’’E]，福岡県

糸島市烏帽子島[33°41’23’’N, 129°58’57’’E]，および高知県幡多郡大月町幸島[32°45’20’’N, 129°37’34’’E]で繁殖して

いるカンムリウミスズメを捕獲した．捕獲した個体には，Biotrack 社製のジオロケーターを装着した(Yamaguchi et 
al. 2016)．ジオロケーターは，プラスチック色足環か耐候性結束バンドを用いて，ふしょに装着した．装着個体の

体重は平均 168.91gであった(N=19, SD=15.62)．ジオロケーターおよびその他の装着物の重量は，個体の体重の 1.34-
1.93%であった．捕獲は環境省および門川町，糸島市，大月町教育委員会の許可のもとで実施した． 
 ジオロケーターは 60 秒間隔で光レベルを計測し，5 分間隔でその最大値を内蔵メモリ内に記録する．またジオ

ロケーターが水中にあるかどうかが 3 秒間隔で計測され，10 分間隔でまとめられる．機種によっては，20 分間の

連続した海水没入の後，10 分間隔で水温が記録される．今回，烏帽子島と幸島で使用したジオロケーターでは水

温計測機能を有するジオロケーターが使用されたが，幸島のものからは何らかの理由で海水データを取得するこ

とができなかった．光レベルデータは専用のソフトウェアで解析され，そこから推定された日出・日没時間から産

出される正午・深夜の時刻と昼間・夜間の時間から，その日のジオロケーターが存在した緯度と経度が推定され

た．ジオロケーターの位置推定誤差は 202km 程度であるという報告がある(Shaffer et al. 2005)．春分・秋分の時期
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には日の長さを利用した位置推定はできないが(Hill et al. 1994)，水温データがある場合には，リモートセンシング

により得られた海水面温度データを参照することにより，緯度の推定をおこなった．その他の時期の推定緯度に

ついても，海水温データもとづく補正を実施した．最終的な推定位置を得る際には R の TripEstimation 関数を利用

したスムージングをおこなった(Thiebot & Pinaud 2010)． 
 
結果 

2014 年に烏帽子島，枇榔島，幸島でそれぞれ 1 個体からジオロケーターを回収した．烏帽子島と幸島で回収し

たものからは 2013-2014 年の 1 年分，枇榔島で回収したものからは，2012-2014 年の 2 年分のデータを取得した． 
 烏帽子島の個体は，5 月の終わりには豊後水道を通過して太平洋に移動した．5 月から 6 月中旬にかけては四国

南岸や大阪湾付近，その後，伊豆諸島近海に存在していたと思われる．7 月中旬には北海道西岸に移動した．9 月
から 10 月にかけて，沿海州沿岸を南下し，北朝鮮東沿岸に滞在した．その後，韓国東岸を移動し，1 月には烏帽

子島の周辺に到着した（図 1a）． 
幸島の個体は，4 月に一旦瀬戸内海西部に北上したのち，同月下旬に四国から本州にかけての太平洋側沿岸を通過

し，5 月は北海道東部沖合に滞在した．6 月から 8 月中旬にかけては苫小牧の沖合に滞在し，その後 9 月上旬まで

は北海道西部からサハリンにかけての海域を利用した．秋は，春の北上と類似した経路を南下し，2 月には九州東

部の海域に戻った． 
 枇榔島の個体は，2012 年の 6-7 月にかけて，伊豆諸島沖合に存在した．8 月には北海道まで北上し 9 月中旬は北

海道西岸で測位された．その後，秋分のために測位が中断したが，10 月から 11 月上旬にかけて，北海道西岸を利

用したのち，11 月から 12 月中旬に北海道東部沿岸に移動したことがわかった．12 月には南下を開始し，本州太

平洋側を移動した．2013 年 1 月には韓国東海岸に移動しており，さらに北朝鮮東沿岸まで北上した．その後，3 月
上旬には枇榔島沿岸に戻ったと思われるが，春分のために測位することができなかった．再度データが得られた

2013 年 5 月上旬には，伊豆諸島西側に存在していることがわかった．その後，東北のさらに沖合に移動したのち，

東北沿岸に 8 月まで滞在した．秋分で位置が不明になったのちに，10 月中旬に北海道北岸に存在したことがわか

った．その後サハリン西岸に滞在したのち，沿海州沿岸を南下，2014 年 1 月には韓国南西沿岸から北朝鮮東岸に

かけての海域に滞在した．その後，2 月には枇榔島周辺に戻った． 
 
考察 
本研究でカンムリウミスズメの非繁殖期の移動経路と移動スケジュールが初めて明らかになった．烏帽子島と

2013-2014 年の枇榔島の個体の移動経路は，太平洋側を春に北上し，秋は日本海を南下するという周遊的なもので

あった．一方で，幸島個体のように春・秋ともに太平洋側を移動する場合も確認された．カンムリウミスズメがな

ぜそのような移動経路をとるのかは不明であるが，海流や餌生物の時空間的な分布が関係している可能性がある

だろう．春期は３個体ともに黒潮を利用して太平洋を北上したと思われる．日本海側を南下する際には，沿海州沖

合から朝鮮半島東岸にかけての寒流を利用することができるだろう．しかしながら，今回追跡した個体の移動経

路には個体差が大きかった．本種に主要な移動経路が存在するのか，今回見られた個体差が何に起因しているの

かについては，依然不明である． 
 
2 月から 3 月にかけては，本種の求愛期・交尾期にあたる（飯田，個人観察）．この時期に枇榔島の個体は韓国や

北朝鮮沿岸に滞在していた．烏帽子島の個体は対馬海峡に，幸島の個体は本州太平洋側に存在したと考えられる．

夏期はいずれの個体も北海道，サハリン，沿海州沖を利用した．これらの海域は本種の生活史の中で重要な海域で

ある可能性があり，直接観察により得られた記録と合わせて今後も証拠を蓄積していくことが重要である． 
 カンムリウミスズメは瀬戸内海で周年観察されており（Iida 2008, 飯田 2010），5 月から 6 月に観察例数が増加

する（飯田 2009）．この期間に亜成鳥と思われる換羽中の個体やヒナをつれた親個体が観察されている．これらの

証拠から，瀬戸内海は本種の繁殖に重要な海域である可能性が示唆されているが，今回追跡した３個体について

は，瀬戸内海に長期間滞在したという直接的な証拠は得られなかった．本種のどの程度の個体が瀬戸内海を利用

しているかを明らかにするためには，さらに遠隔追跡調査を重ねる必要があるだろう． 
 本研究で得られた証拠はまだ断片的なものであり，さらに追跡例数を増やすことで，本種の生存や繁殖に重要

な海域を明らかにするなど，保全に関する課題に貢献することができるだろう． 
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Abstract  

The Japanese Murrelet Synthliboramphus wumizusume is designated a Natural Monument in Japan and listed 
as a vulnerable species by IUCN. It breeds on islands around Kyushu, Honshu, and the Izu Islands in Japan, and 
islands around southern Korea. Little information is available on its distribution and movements during the non-
breeding season. We tracked three murrelets during the non-breeding season using light-level geolocators in 2012–
2014. Birds from Eboshijima in Kyushu and Kojima in Shikoku were each tracked for one year, and one bird from 
Birojima in Kyushu was tracked for two years. All three moved northward in the Pacific Ocean off Shikoku and 
Honshu during spring, and then into the Pacific and the Sea of Japan off Hokkaido and Sakhalin islands. In the fall 
and early winter two movement patterns were observed: (1) southwestward along the coast of Primorskii, the 
People’s Democratic Republic of Korea, and the Republic of Korea; (2) southwestward movement along the east 
and south coasts of Honshu and Shikoku. In winter, two birds stayed in the south-western part of the Sea of Japan, 
while the third moved southward into the Pacific Ocean. This research was supported in part by JSPS KAKENHI 
Grant Number 26440245 to N. M. Yamaguchi. 
 
Key words: Geolocator, Movement routes in non-breeding season 
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